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発 刊 の 辞
河南町北村青木部落の裏蔭に、群田という地名があります。今は人家 1軒もな

く、人里離れていますが、音は 1、 2軒家があったと伝えられ、遺跡となってい

ました。

そこへ平成 3年度石巻地区広域行政事務組合施行の、衛生センター建設の話が

持上が りました。

やはりそのような施設は、人里離れたところがよい、というわけでしょう。

となると「開発行為」であり、遺跡については、文化財調査が必要となり、当教

育委員会の仕事となります。

発掘調査専門職の資格を有する中野裕平主事が、担当して約 9ケ月間の調査に

取組みました。

地元から作業員の協力を得て、地道な調査が続けられました。

その結果、古代の住居跡、そして近世期の実年代のわかる資料が発見されまし

た。

伝えの通 り、嘗て人家のあったところが、ハッキリしたわけであります。その

当時の人の生活ぶ りがわか り、歴史を知る上で貴重な発見となりました。

現在、河南町では、文化財発掘調査が、数ケ所行われています。従って専門調

査員は、寧日ない多忙の毎日を続けています。

今回漸く群田遺跡発掘調査の結果表 (記録書)がまとまりました。

時間が余計かか りましたが、調査員の多忙等の故と御容赦下さい。

調査に御協力いただきました作業員その他各位に厚く御礼申し上げて、発刊の

辞といたします。

平成 5年 3月

河南町教育委員会 教育長 浅 野 鐵 雄
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1 本書は、衛生センター建設 (更新)工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施された調査の報告書である。

2 発掘調査は、次の要項で実施した。

E遺  跡  名〕 群田遺跡 (遺跡番号 :69049)

〔所  在 地〕 宮城県桃生郡河南町北村字群田51番地の 1

〔調査対象面積〕 15,000だ (調査面積 :9,730r)

〔調 査 期 間〕 平成 3年■月27日 ～平成 3年 12月 27日 (確認調査)

平成 4年 2月 24日～平成 4年 3月 31日 (確認調査及び一部事前調査)

平成 4年 4月 7日～平成 4年 8月 28日 (事前調査)

〔調 査 主 体〕 河南町教育委員会

〔調  査  員〕 河南町教育委員会社会教育課 主事 中野裕平

3 調 査 指 導 : 宮城県教育庁文化財保護課

4 発掘調査と報告書作成に当り次の方々から指導 協力をいただいた(敬称略)。

〔発 掘 調 査〕 宮城 県教 育庁文化財保護課 :小井,II和夫、加藤道男、佐藤則之

東 北 歴 史 資 料 館 :阿部博志

宮 城 県 河 南 高 等 学 校 :相原淳一

河 南 町 青 木 行 政 連 絡 区 長 :遠態哲夫

〔報告書作成〕 宮城 県多賀城跡調査研究所 :進藤秋輝、丹羽茂、真山悟、村田晃一

仙 台 市 教 育 委 員 会 :佐藤洋

多賀城市埋蔵文化財調査センター :石川俊英、千葉孝弥

盛 岡 市 教 育 委 員 会 :八木光則、小原俊巳

雄 勝 硯 生 産 販 売 協 同 組 合 :高橋寅一

宮 崎 町 あ る さ と 陶 芸 館 :畠山静子

福島県鹿島町歴史民俗資料館 :佐藤友之

5 本遺跡より出上した金属製品の保存処理については、東北歴史資料館 梅村聖一氏の協力をいただいた。

6.調査 整理参加者 :石川秋治、伊藤とも子、伊藤ゆう子、遠藤英子、遠藤恒彦、及川元子、小国清、

勝又くに子、加藤きわ子、加藤次男、鹿野竹二郎、今野親夫、今野はな子、斎日強、

斉藤富士子、鈴木よみ子、高橋吉雄、高橋正、中塩栄子、米谷京子、三浦真太郎、

三浦富子、門馬忠雄、山田盛、渡辺洋

宮城県河南高等学校人文科学部

7 土層の色調表記については、『新版標準土色帖』7版 (4ヽ山・竹原 i19871, 日本色研事業株式会社)に準拠し、

土性区分は国際土壌学会法の基準を参考にした。

8 本書の執筆 編集は、河南町教育委員会社会教育課 主事 中野裕平が担当した。

9 出土した遺物は、全て河南町教育委員会が保管している。
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I。 遺跡の位置と環境

1。 遺跡の位置と地理的環境

群田遺跡は、官城県桃生郡河南町北村字群田地内に所在し、 JR石巻線前谷地駅の南方約 6

hにある。遺跡の所在する河南町は面積6933隠、人口18,441人 (平成 4年12月 31日 現在)の町で、

宮城県の東部に位置し、石巻市の北西、矢本町の北方に隣接する。旧北上川は町の北部で江合

川に合流し、町の北部及び東部を区画しながら石巻湾に注いでいる。

東に標高60～90mの通称須江丘陵、西に箆岳丘陵からつづく標高70～ 170mの通称旭山丘陵、

北に最高所173mの和渕山とこれに連なる丘陵を配している。町の中央部には低坦地があり、江

戸時代には用水確保のため広渕沼が造られたが、大正10年から昭和 3年にかけて干拓され水田

地帯となっている。

旭山丘陵は、旭山境曲と大塩背斜からなり、1738mの 旭山を最高所とする。丘陵の西側半分

を構成する大塩背斜の一画に、本遺跡は位置する。現況の大部分は杉や雑木の山林で、他に僅

かの畑地や水田からなる。

本遺跡は、細粒砂岩・中～粗粒砂岩・礫岩からなる中新統 :三 ッ谷層下部層が基盤をなし、

その上に砂岩・ツル ト岩・礫岩からなる鮮新統 1亀岡層、シル ト岩・砂質ンル ト岩からなる同

:竜ノロ層、さらに最上部には砂岩・ツル ト岩・礫岩・凝灰岩からなる同 :表沢層の堆積がみ

られる(石井・柳沢ほか :1982)。

2.遺跡の歴史的環境

町内には、群田遺跡の所在する旭山丘陵や須江丘陵などの丘陵部を中心に、多数の遺跡が分

布している。これらの遺跡について、時代別にかれてみたい。

旧石器時代の遺跡は、現在のところ発見されていない。

縄文時代の遺跡は23ケ所確認されている。この中で、型式名のわかる土器を出上しているの

は 9遺跡であるも桑柄貝塚はカキを主体とした鍼水産貝塚であり、前期 (上川名Ⅱ式、大木 1式 )

の遺物を包合する。関ノ入遺跡では、前期 (大木 2式 )、 中期 (大木 8a式 )、 後期の遺物が出土

している。朝日貝塚はヤマ トツジミを主体とした汽水産貝塚であり、中期 (大木7b、 8a、 8b式 )

の遺物を包含する(藤沼・小井川ほか :19893)。 小崎遺跡からは、中期 (大木 8、 9式 )、 後期、

晩期の遺物が採集されている。須江糠塚遺跡からは、中期 (大木 9式 )の遺物が出土している(高

橋 阿部 :19873)。 宝 ヶ峯遺跡は、縄文時代後期の土器型式「宝ヶ峯式」の標式遺跡として、学
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史的にも有名である(伊東信雄 :1957.3、 松本彦七郎 :1919,5、 1919,9)。 ここでは中期、後期

(南境式、宝ヶ峯式、金岡J寺式 )、 晩期 (大洞 B、 BC、 Cl式 )の遺物が出上している。俵庭遺

跡からは、後期 (南境式)の遺物が採集されている。代官山遺跡からも後期 (南境式)の遺物が出

土している。大田沢遺跡からは、晩期 (大洞BC式)の遺物が採集されている。他に前山遺跡、

前山B遺跡、前山C遺跡、箱清水寺脇遺跡等があり、その多くは、旭山丘陵の麓部で平坦地に

接する縁辺や沢をやや入った所に広がる平坦部や緩斜面に立地している。しかし、その性格は、

貝塚以外の多くは不明といわざるをえない。

弥生時代の遺跡は 2ヶ 所確認されている。本鹿又遺跡では旧北上川の河床から中期 (大泉式)

の遺物が採集されている。俵庭遺跡では土器は採集されていないが、アメリカ式石鏃が採集さ

れている。

古墳時代の遺跡は 7ヶ 所確認されている。須江糠塚遺跡では前期 (塩釜式期)の住居跡が 7軒

検出されている。いずれも方形を基調とするもので、丘陵尾根上の平坦面に立地している。関

ノ入遺跡でも前期 (塩釜式期)の住居跡が 1軒検出されている。新田A遺跡では前期 (塩釜式)の
註 1

土器が採集されている。鷺の巣遺跡でも前期 (塩釜式)の土器が採集されている。後期では、代

官山横穴古墳群の存在が確認されている。他に群田遺跡、高森山遺跡がある。

奈良・平安時代の遺跡は23ヶ 所確認されている。群田遺跡では、平安時代前半の住居跡 3軒、

竪穴遺構 7基が検出されている。須江丘陵では、丘陵の北から南まで窯跡が分布している。昭

和62年度から調査が行われている関ノ入遺跡では、奈良時代と平安時代前半の竪穴住居跡42軒

(国分寺下層式期13軒、表杉ノ入式期21軒、不明 9軒 )、 9世紀初頭から10世紀前半にかけての

窯跡27基、粘土採掘坑跡 6基などが検出されている。また、昭和61年度に調査された須江糠塚

遺跡からは、奈良時代後半から平安時代初期にかけての住居跡 9軒、 9世紀後半から10世紀前

半にかけての窯跡 6基が検出されている。須江瓦山窯跡には奈良・平安時代の瓦や須恵器を生

産した窯跡群がある。瓦の一部は、牡鹿郡衛あるいは牡鹿柵跡と推定される矢本町赤井遺跡に

供給されている(三宅・進藤・茂木 :1987.3)。 平成 3年度の調査では土壊29基、焼土遺構 1基

が検出されている。土羨の中には、粘土採掘坑跡と推定されるものがH基、須恵器奏を横位に

埋設したものが 1基あった。平成 3年度に調査された代官山遺跡からは、 8世紀中葉～後半頃

と10世紀前半の窯跡、8世紀末～ 9世紀初頭頃の住居跡 1軒が検出されている(平成 3年度宮城

県発掘調査遺跡発表会資料 :1991.12、 第18回古代城柵官衝遺跡検討会資料 :19922)。 太田沢

遺跡、前山C遺跡では、 9世紀代の上師器が採集されている。他に小崎遺跡、細田遺跡等がある。

中世以降になると、旭山や須江の丘陵上など14箇所に城館が築造されている。長者館跡 (長者

平遺跡)は、金売吉次の仮屋敷跡 (藩政期には小島嘉右衛門の除屋敷跡とも言われる)の言い伝え

がある。 糠塚館跡 (須江糠塚遺跡)は、古代の「中山柵跡」に擬定されたこともあり(清水東四郎 :
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No 退 跡 名 種 房1 時 代 No 遺 跡 名 種 別 時 代

ユ
須江糠嫁遺跡
(糠 塚 館 跡)

集落跡
窯跡、城館
縄文 (中 )、古墳、
奈良 平安、中世

前 山 遺 跡 包合地 縄文、奈良,平安

2 須江瓦 山窯跡 築 跡 奈良 平安 黒 沢 A遺 跡 包含地 縄文、古代

3 池 袋 囲 遺 跡 包含地 黒 沢 B遺 跡 包含地 縄文、古代

4 広 渕 沼 遺 跡 包含地 箱清水 A遺 跡 包合地 縄文 (後 )、 古代

う 宝 ヶ峯 遺 跡
包合地
貝 塚

晩”
安
中
平
文
良
廼呻
本
不

箱清水 B遺跡 包含地 縄文、古代

6 朝 日 貝 塚 貝 塚 縄文 (中 ) 箱清水寺脇遺跡 包合地 縄文

7 本 鹿 又 遺 跡 包含地 弥 生 卜 友 遺 跡 包含地 古代

8 桑 柄 貝 塚 貝  塚 縄文 (前 ) 高 森 山 遺 跡 包含地 古墳、古代

9
跡
鯛
嫉
田
卿
煮

塩
臨 城 館 中世 大 沢 A遺 跡 包合地 縄文、古代

宿 屋 敷 跡 城 館 中世 大 沢 B遺 跡 包含地 縄文

要 害 館 跡
(館  山 館) 城 館 中世 大 沢 C遺 跡 包含地 縄文

武 田 館 跡
(武 田 屋 敷 )

城  館 中世、近世 夷 田 館 跡 城  館 近世

13 相 木 館 跡 城 館 代 官 山 遺 跡 包含地
縄文 (後 )、
奈良・平安

14 卜 崎 館 跡 城  館 近世 桑 柄 遺 跡 包含地 古代

15
跡
鵬
館
遺
田
田

草
陣

城 館
包含地
縄文、中世 新 田 A遺 跡 包含地 古墳、古代

跡
鰯

抑
疇

喜
僑 城 館 中世 新 田 B遺 跡 包含地 古代

17 青 木 館 跡
(林  光  館) 城 館 中世 代官山横穴古墳群 横穴古墳 古墳、古代

新 庄 館 跡
(駒  立 館) 城 館 中世 群 田 遺 跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安、江戸

駒 場 館 跡 城 館 中世 奈 良 山 遺 跡 窯 跡 古代、江戸

俵 庭 遺 跡 包含地
縄文 (中 後)、
弥生、古代

御 塩 蔵 場 跡 蔵 跡 近世

長 者 館 跡
(長 者平遺跡)

城 館
包含地
縄文、古代、中世 細 田 遺 跡 包含地 縄文、古代

関 ノ 入 遺 跡
集落跡
窯 跡
縄文(前～後)、古墳、
奈良平安、中世

鷺 の 巣 遺 跡 包含地 古墳

小 崎 遺 跡 包含地
縄文 (中～晩)、
奈良 平安 前 山 B遺 跡 包含地 縄文、古代

大 田 沢 遺 跡 包合地 縄文 (晩 )、 古代 前 山 C遺 跡 集落跡 縄文 (後・晩)、奈良 平安

第 1表 遺跡地名表
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第 1図 河南町の遺跡



I― l 調査に至る経過

1924.12、 鈴木省三 :1924.12)、 「仙台領内古城書上」によれば、東西20間、南北16間の規模で、

館主は須藤勘解由左衛門であるとされている (イ山台叢書 :1971)。 塩野田城跡は東西21間、南北

27間、城主は須藤勘解由左衛門 (一説には矢代斎二郎)と 伝えられている(「安永風土記」)。 夷田

館跡は、葛西氏家臣夷田氏の居館と伝えられている (「風土記御用書上」)。 多くの城館跡は年代、

館主共に不明である。

また、鹿又地区、須江地区を中心として、町内には、現在のところ88基の板碑が確認されて

いる。紀年銘の判読できるものの中で最古は弘安元年 (1278年 )、 最新は文明10隼 (1478年 )の も

のである(佐藤雄一 :198611)。 残念ながら、多くの板碑は原位置を保っていない。中には、関

ノ入遺跡出土の板碑のように、木炭窯の焚回等を強化するために折って狽1壁に貼 り付けて使用

されていた例もある。

江戸時代になると、新田開発や旧北上川や江合川の改修工事が行われ、舟運が盛んになる。

平成 2年度に調査された御塩蔵場跡では、基壇状遺構 (上面 :約400Υ )が検出されている(佐藤

敏幸 :1991.3)。 他に一里塚跡、屋敷跡と考えられる群田遺跡、陶器を生産したと考えられる奈

良山遺跡がある。

註1 採集された遺物の一部は、町教委が保管している。

Ⅲ。調査経過

1.調査に至る経過

石巻地区広域行政事務組合衛生センター(以下「衛生センター」)は、石巻地区 1市 9町のし尿

処理を行う施設である。近年、施設の老朽化がすすんで、建て替えが望まれていた。そこへ、

三陸縦貫自動車道石巻道路へのアクセス道路建設計画によって、道路が衛生センター敷地内の

一部を通過することになり、現敷地内での定て替えが困難となった。そこで、平成元年 2月 、

組合議会は衛生センターの移転を決め、河南町と河北町に分散配置を決定した。

これを受けて、同年 7月 、河南町議会議員全員協議会は北村地区に設置を決定し、北村字群

田地内にその用地を求めた。この地は周知の埋蔵文化財包蔵地であったが、当時「矢返遺跡」と

いう名称であったため、遺跡でないものとの誤解を受けることになった。このような錯誤を防

ぐため、平成 3年 10月、河南町教育委員会は、「矢返遺跡」から「群田遺跡」へ名称を変更した。

同年同月、河南町教育委員会は、石巻地区広域行政事務組合と協議に入った。同月、県文化財

保護課の指導と協力を得て、衛生センパー予定地内の踏査を行い、数地点で遺物を採集した。

しかしながら、遺跡の範囲、性格が十分に把握できる状況ではなかったため、同年■月、事
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前調査に先駆けて確認調査を実施した。その成果を踏まえ、平成 4年 3月 、河南町教育委員会

は、記録保存を目的とする発掘調査を実施するための活動を開始した。

2.調査の方法と経過

今回の発掘調査は、分散配置する衛生センケーの予定地 (以下「調査区」)が『官城県遺跡地図』

(官坂県教育委員会 :19881)登載の周知の埋蔵文化財包蔵地である群田遺跡の範囲内に所在

するため、遺跡の立地する丘陵頂部平坦面及び斜面を対象として実施したものである。

確認調査は、基本的に東西軸または南北軸に則った 3m幅の トレンチを、 3mの間隔をもっ

て設定して、重機で表土除去を行い、遺構を確認した。

これによって、調査区内の遺構の分布が把握され、北側頂部平坦面及び南斜面、西斜面、南

西部平坦面及び緩斜面に遺構が点在することが確認された。また、グリッドの設定、表記につ

いては、国家座標のX軸、Y軸に基づいて、確認調査の原点を基に 3m単位で設定し、東西方

向をアルファベット、南北方向をアラビア数字で表し、両者の組合せでグリッド名を表記した。

事前調査は調査区北側西斜面から開始し、頂部平坦面、南斜面、南西部平坦面と進めていっ

た。効率的に調査を進めるため、遺構の点在する箇所の周辺の表土を地形を考慮しながら、重

機を用いて除去し、遺構を確認した。その際、南西部平坦面につづく緩斜面の遺構の一部が南
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Ⅲ 基本層序

西部平坦面を構成する盛上に覆われていることが確認され、南西部平坦面の調査終了後、改め

て南西部平坦面を構成する盛土を重機を用いて除去し、遺構を確認した。その結果、竪穴住居

跡 3軒、竪穴遺構 7基、井戸跡 1基、土羨 9基、焼土遺構 7基、溝跡 4条、整地面、ピット群

を検出した。

検出した遺構の実測図は、基本的に%図で作成し、 3号 ・ 4号溝跡については%図を併用

して作成した。

発掘調査は、平成 3年H月 27日 から確認調査を開始し、同年12月 27日 に一時中断した。平成

4年 2月 24日 に再開し、確認調査及び一部事前調査を実施した。同年 3月 31日 に再度一時中断

し、同年 4月 7日 に事前調査を再開した。遺物の水洗等、現場でも行える整理作業を併行しな

がら、同年 8月 28日 までに遺構の平面図・断面図、写真、遺構のダメ押し及び文章記録等の記

録化を全て完了し、調査を終了した。

Ⅲ.基本層序

調査区は大きく丘陵頂部平坦面、急斜面、調査区南西部に広がる平坦面、緩斜面に分けられ

る。これらの各面の層序には多少の相違はあるものの、基本的には同一の層準を示している。

〔I層〕褐(10Y R%)色 のシルトである。本遺跡の表土で、全域に分布する。粘性はなく、

しまりに欠ける。層厚は、丘陵頂部平坦面では 5～ 20clll、 緩斜面、急斜面では10～ 30cmである。

現況の大部分は山林である。少量の陶磁器、金属製品を含む。

〔I層〕にがい責褐(10Y R/～ 10Y R%)色 、暗褐(10Y R%～ 10Y R%)、 黄褐(10Y R%)

色、褐(10Y R%)色 の混合した層で、ツル トと砂質ツルトからなる。盛土によって整地され

た面で、調査区南西部平坦面を形成する。層厚は、最大深120ctllである。少量の陶磁器、金属製

品、石製品を含む。

〔Ⅲ層〕暗褐(10YR%～ 10Y R%)色～黒褐(10Y R%～ 10Y R雁 )色のシルトである。調査

区全域に分布し、層厚は丘陵頂部平坦面では10～ 20clll、 急斜面では10伽～25cm、 緩斜面では10

～40clllである。一部の遺構が、本層上面で確認されている。少量の土師器、須恵器、土製品、

金属製品を含む。

〔Ⅳ層〕黄褐(10Y R%)色の砂質シルトである。本調査区の地山で、調査区全域に分布する。

ほとんどの遺構は、本層上面で確認されている。
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Ⅳ.検出された遺構 と出土遺物
群田遺跡の発掘調査によって竪穴住居跡 3軒、竪穴遺構 7基、井戸跡 1基、土羨 9基、焼土

遺構 7基、溝跡 4条・整地面、ピット群が検出された。これらの遺構に伴って、土器や土製品、

陶器、磁器、石製品、金属製品などの遺物が出土した。

1.住 居 跡

堅穴住居跡は、調査区を南北に三分する沢に南面した斜面から 1軒、南西部の緩斜面から 2

軒の計 3軒検出した。

(1)1号住居跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模 。平面形〕東隅を除いた北東壁及び北西壁の一部が検出された。その他の部分は検出さ

れなかった。残存する北東壁、北西壁の幅はそれぞれ6.67m、 2.61mである。長方形または正

方形を基調とするものと推定される。

〔堅穴層位〕H層に大別される。いずれも自然堆積層である。この中で、層配 9は灰白色火山

灰層である。

〔壁〕基本層序 V層からなる。最も保存の良い北東壁では43clllの 高さで残存している。床面か

ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。残存する南東側の一画が、他の部分と比べて 5～ 10clll高

い。全体的にやや硬い。床面

レベルは南東隅が最も高く、

北西隅に向かうにつれてレベ

ルを減じる。

〔柱穴〕 4個のピットが検出

された。隅丸長方形の掘 り方

を有し、全て柱穴である。

〔カマ ド〕北東壁に位置して

おり、燃焼部と煙道部が検出

された。燃焼部は奥行き0.56

色 土  性 備 考 堆積範囲

暗褐10Y R'` 浅抱易詈紀長を普『島雛
=塊

状、少見の地山上を粒～塊状、

暗褐10Y R' 少量の炭化協を粒状に含。 竪穴 1層

暗褐10V R'も 少量の炭化物、地山土を粒状に含。 2層

黒褐 10YR3ぅ 少量の灰白色火山灰を粒～塊状、炭化物を粒状に含。 3層

にどい黄褐10Y R!J 砂質レ 少量の炭化物、地山上を粒状に含。 4層

褐10Y R喜 少量の炭化物を粒状に含。 5層

褐10Y R,I 砂質フ
恋轟裳把各:YR為

砂質ツル トを塊状、炭化物、焼上、地山土 6層

8 黄褐10V R'ど 砂質フ 粗砂含。少員の炭化物を粒状に合。 6層

灰白25Y'I 少量のにがい黄褐10Y R'ごアルトを粒～」猛状に含。 I層

暗褐 tOY ち 少量の炭化物を粒状、地山土を粒～塊状に含。 8層

tB10Y R 秒質ツル I 少量の炭化物、焼上を粒状に含。

褐10Y R' 砂質ツル 多量の灰白色火山灰を塊状、少登の炭化物、焼土を粒状に含。

褐 10Y R4 少盈の炭化物、焼上を粒状に含。 竪穴0層

褐 10Y R 少登の炭化物を粒～塊状、地山土を粒状に含。 9層

第 2表  1号住居跡土層註記表
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第4図  1号住居跡

m、 幅0.80mである。煙道部は長さ1.33m、 幅0.23mで、底面は先端に近づくにつれて高くな

る。先端からは煙出しピットが検出された。堆積土は 2層に細分され、下層には多量の灰白色

火山灰が混入している。

〔周溝〕北東壁及び北西壁の一部から検出された。他の部分からは検出されず、検出状況から

みて壁沿いに一周するものとは推定されない。幅18clll、 深さ1 lclllで、断面は「 U」形である。底

面 レベルは東隅が最も高く、ゴヒ西隅に向かう―につれてレベルを減じる。

〔出土遺物〕カマ ド底面 (層血12下 )、 床面 (層配 13下、14下 )を中心に、土師器必及び須恵器不

上ロ

口

、
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の一括資料が出土した (第 5図 )。

Clll

第 5図  1号住居跡出土遺物
種   別 層   位 外 内    面 底  部 口径 底径 器高 (ct) 考

土師器芥 床   面 口～体 :ヨ ,ナデ 体部 :ケ ズリ オキ、黒色処理 燈明用。目版 2-2

土師器芥 カマ ト底面 図版 2-2-2

察恵器外 カマ ト底面 回転糸切り 図版 2

第 3表  1号住居跡出土遺物

(2)2号住居跡

〔確認面〕基本層序V層から確認された。

〔重複・増改築〕 1号溝跡に切られている。

〔規模・平面形〕北東壁の全部及び北西壁と南東壁の一部が検出された。その他の部分は検出

されなかった。北東壁は幅4.00m、 残存する北西壁及び南東壁の幅はそれぞれ2.83m、 214m

である。東西 4m前後、南北4.00mの正方形を基調とするものと推定される。

〔堅穴層位〕 2層に大別される。いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序V層からなる。最も保存の良い北東壁では32clllの 高さで残存している。床面か

ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。凹凸はない。西側が撹乱及び自然の削平を受けている。

床面 レベルは北東隅が最も

高く、南西隅に向かうにつ

れてレベルを減じる。

〔柱穴〕 5個のビットが検

出された。ピット4は柱穴

である。ピット1、 2、 5

は側柱穴である。ピット3

は柱穴ではない。

〔カマ ド〕北東壁に位置し

ており、燃焼部と煙道部が

七 色 土  性 備 堆積範囲

褐 10YR4・ 少量の炭化物、焼上、地山上を粒状に含。 竪穴 1膚

にすい黄褐10Y R'ヽ 少盈の炭化物、焼土を粒状、地山上を粒～塊状に含。 2層

4310Y R, 少員の焼上、地山土を粒状に合。 周 浦 |

黒褐 IOY

裾″5Y R 少量の炭化物、焼■を粒状に含。

褐7 3YRIる 少量の炭化物を粒状、焼土を粒～塊状に含。

赤IB5 Y R}` 粘土質フルト 少見の炭化物を粒状、焼土を粒～塊状に含。

にがい黄掲 10Y R 砂 質 少量の炭化力、焼上を粒状に含。 煙 道 1

黒褐 10V烹 || 少登の炭化物、焼上を粒状に含。

黒褐tOY R→ , 少登の墜崩落土を塊状、炭化物、旋上、地山土を粒状に合。

黄褐10Y R'6 少蚤の決化物を粒状、暗褐7 5YR'1砂 質ツルトを粒～塊状に含。貯 PI

贈褐7 5YR 砂質 アル ト 夕量の炭化物、焼上、地山上を位状に含。

褐7 5YRI 少量の炭化物を粒状、焼上を4‐～塊状に含。

第 4表 2号住居跡土層註記表
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第6図  2号住居跡

検出された。燃焼部は奥行き0.53m、 幅0.77mである。煙道部は基本層序 V層を トンネル状に

構築されている。長さ1.Hm、 幅0.19mで、底面は先端に近づくにつれて高くなる。先端部か

らは煙出しピットが検出された。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。長軸0.68m、 短軸0.58mの不整円形を塁する。堆積土は

3層 (層配H、 12、 13)か らなる。

〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周するものと推定される。幅23clll、

深さ10clllで 断面は「 U」形である。底面レベルは北東側が最も高く、北西隅に向かうにつれてレ

ベルを減じる。
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〔出土遺物〕カマド底面、床面を中心に赤焼き土器界、土師器

甕が出土したが、図化できるものは少なかった。 (第 7図 )。

(→ 3号住居跡

〔確認面〕基本層序Ⅲ層及びⅣ層から確認された。

〔重複 。増改築〕 3号竪穴遺構に切られ、 5個のピットが重
0

検出された。その他の部分は検出

されなかった。北東壁の幅4,77m、

残存する耳ヒ西壁と南東壁の幅は、

10cm

複している。

〔規模・平面形〕北東壁の全部及び北西壁と南東壁の一部が  第7図  2号住居跡出土遺物
種  別 層   ' 外  面 内  面 騒   部 口径 底径 器高(c皿 )

赤焼き上器雰 イド医面 回転糸切 り 図版 4-2

第 5表  2号住居跡出土遺物

それぞれ4.40m、 2.18mであ

る。東西4.5m前後、南北4.77

mのほぼ正方形を基調にする

ものと推定される。

〔堅穴層位〕 3層に大別され

る。いずれも自然堆積層であ

る。この中で、層配 2は少量

の灰白色火山灰を混入してい

る。

〔壁〕基本層序Ⅲ層及びⅣ層

からなる。最も保存の良い北

東壁では46側の高さで残存し

上 色 上  性 備 考 lIF積範囲

暗褐 10Y R! 少との地山上を位状にと. 墜穴 1悟

褐丁5Y R! 少丘の灰白色火1日 lkを塊状、炭化物、地山上を粒状に含。 2層

褐10Y R' 少■の炭化物、地山上を粒状に合。 3悟

黄褐10YRIも 粘士i質 レル ト ケうこの炭化物を位状に含。 円 灘 1

に,ゞ い女褐 10Y R'1 4/質 少登の炭化174、 地山上を粒状に含。

褐10Y R 少■の炭化物、地山■を位状に合。

褐T SVR 少Jとの炭化物 地 日上を位状に含。

によ
'い
安褐 10Y R 少五の炭化物、焼上、地山上を粒状に含。

晴掲よOY RI 少その炭化物、地山上を粒状に含。

暗褐 10V R 少量の炭化1/J、 地山上を粒状に含。 煙 道 1

暗褐IOゞ R3 少■の地」1■をfy状に合。

r_ゞい黄褐 10Y RI 1/■の炭化物、地山■を位状に含。

褐 10Y R! 少丘の決化物、地山上を位状に含。

暗渇 10Y R' 少ユの炭化物、地山J:を粒状に含。

に下い芸褐 10Y RI ケとの炭化物を粒状、地山上を粒～塊状に含。

暗褐10Y R 少モの炭化物、地山上を粒状に含。

黄褐 10Y R 粘上質ノ 少電ブ)暗褐10Y R I」 フアよIセ粒～塊状、炭化物を粒状に含。

技褐 10Y R' Ft i質 フ 少量ヴ)灰 白色火山灰を,～塊状、炭化物を粒状に含。

に.ゞい黄褐 H)Y R41 少豊の灰白色火山灰を粒～塩状、炭化物を粒状に含。 内 溝 I

にぶい責褐 10Y R甘 少比の炭化物を粒状、地山上をtJ～ 塊状に含。

第 6表 3号住居跡土層註記表
ている。床面から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅲ層及びⅣ層を床面とする。凹凸はなく、貼床が施されている。床面 レベル

は北東隅が最も高く、南西隅に向かうにつれてレベルを減じる。

〔柱穴〕 12個のピットが検出された。ピット2、 5、 7、 9、 10は柱穴である。この中で、ピット

5、 10の柱穴部分には灰白色火山灰が混入している。ピット1、 8、 Hは側柱穴である。ピット

3、 12は掘 り方に灰白色火山灰を混入しており、本遺構の柱穴ではない。ピット4、 6は柱穴

ではない。

〔カマ ド〕北東壁に位置しており、燃焼部と煙道部が検出された。燃焼部は奥行き0.61m、 幅

0.90mである。煙道部は基本層序Ⅳ層を トンネル状に構築されている。長さl Hm、 幅026m
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で、底面は先端に近づくにつれて高くなる。先端からは煙出しピットが検出された。

〔貯蔵穴状ビット〕 1個検出された。長軸0.67m、 短軸0.48mの不整円形を呈する。堆積土は

5層 (層配14～ 18)か らなり、最下層には少量の灰白色火山灰が混入している。底面からはピッ

ト7が検出された。
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〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周するものと推定される。幅25伽、

深さ1 8cIIで 、断面は「 U」形である。底面 レベルは南東隅が最も高く、北西隅に向かうにつれて

レベルを減じる。なお、カマ ドの下は トンネル状に構築してある。

〔その他の施設〕周溝の北西隅から住居外へ向かって延びる溝が検出された。幅26clll、 深さH

伽で、断面は「 U」形である。住居を離れるにつれてレベルを減じる。また、カマ ドと住居南東

隅の間から床面を北西に向かって延びる溝が検出された。幅23clll、 深さ10clllで 、断面は「 U」形

である。中間部が最も低く、

両端に向かうにつれてレベル

を増す。堆積土は 2層 (層 No 19、

20)か らなり、上層には少量の

灰白色火山灰が混入している。

〔出土遺物〕カマ ド、貯蔵穴

状ピットを中心に土師器甕、

不の破片が出上したが、図化

できるものはなかった。

竪穴遺構

竪穴遺構は、調査区南西部

の緩斜面から7基検出した。

(1)i号竪穴遺構

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から

確認された。

〔重複・増改築〕 1個のピッ

トが重複している。

〔規模・平面形〕北東壁及び

�
第 9図
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南東壁の一部以外は削平を受けており、全体の

規模は不明だが、方形を基調とするものと推定

される。残存する北東壁及び南東壁の幅はそれ

ぞれ267m、 1.43mで ある。

〔堅穴層位〕 2層に分けられる。いずれも自然

遺構

1

I  色 土   性 堆積範囲

暗褐 10Y R' 少瓦の炭化物を粒状に含。 周清 1層

黒褐10Y R〕 , 粘上宙クイしト 少壁の炭化T/J、 地山土を粒状に含。 2層

2号竪穴遺構
t  色 上  十上 備 堆積範囲

黒褐 10Y R: 少量の決化物 地山土を粒状に含。 周溝 1唇

第 7表  1号 。2号堅穴遣構土層註記表
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m

種  別 層  位 外   面 1内  面 1底  部 口径 底径 器高 (c口 備     考

■  錘 周溝 1層 九玉 径2 7ct 高さ3 2cd 重 さ23 9 図版 4-4-1

上  錘 周溝 1層 丸玉 :径 29倒  高さ33c口  重さ24 9 図版 4-

土  縫 周溝 層 管玉 径29c口  高さ33cロ 重さ3, 〕 図版 4-4-3

土  錘 局溝 1層 管玉 径27c□  高さ4 2cn 重さ29 9 図版 4-4-4

土  錘 周溝 1層 管玉 :径 2 7ca 高さ43c個  重さ35 9 図版 4-4-5

土  錘 周溝 I層 書玉 径4 1cn 高さ3 7cm 重さ77 9 図版 4-4-6

土師器菱 周溝 1層 1室也
｀
だ差| ― 図版 4-4

第 8表  1号堅穴遺橋出土遺物第10図  1号堅穴遺構出土遺物         第8表  1号堅穴遺橋出土遺物

堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなる。最も保存の良い北東壁では13伽の高さで残存している。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。凹凸はなく、全体的にやや硬い。床面 レベルは南東隅が

最も高く、北西隅に向かうにつれてレベルを減じる。

〔柱穴〕 6個のビットが検出された。ピット3、 5は柱穴である。ピット1、 2、 4、 6は本

遺構の柱穴ではない。

〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周するものと推定される。幅25cm、

深さ 9 clllで、断面は「 U」形である。底面レベルは北東側が最も高く、南西隅に向かうにつれて

レベルを減じる。

〔出土遺物〕周溝から土師器甕、土錘が出上した (第 10図 )。

(2)2号竪穴遺構

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複 。増改築〕 2個のピットが重猿している。

〔規模 。平面形〕北東側の周溝の一部以外は削平を受けており、全体の規模は不明だが、方形

を基調とするものと推定される。残存する周溝の長さは2.80mである。

〔堅穴層位〕単層で自然堆積層である。

〔壁〕削平を受けており、確認されなかった。

〔床面〕基本層序V層を床面とする。削平を受けており、使用時の面は損おれている。

〔柱穴〕 6個のピットが検出された。ピット1、 4は柱穴である。ピット2、 3、 5、 6は柱

①

①

⑨
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イー
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穴ではない。

〔周溝〕北東側の一部が検出された。壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周す

るものと推定される。幅27clll、 深さ e CIllで、断面は「 U」形である。底面レベルは北西隅が最も

高く、南東隅に向かうにつれてンベルを減じる。

〔出土遺物〕周溝から土師器甕の破片が出土したが、図化できるものはなかった。

(93号堅穴遺構

〔確認面〕基本層序V層から確認された。

〔重複・増改築〕 3号住居跡を切り、 7号竪穴遺構に切られている。

〔規模・平面形〕南東壁の一部が検出された。その他の部分は検出されなかった。残存する南

東壁の幅は8,1lmである。全体の規模は不明だが、長方形または正方形を基調とするものと推

定される。

〔竪穴層位〕 2層に大別される。いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなる。最も保存の良い南東壁では22clllの 高さで残存している。床面か

7号堅穴遺構

59

+BM
〆
卜

3号竪穴遺構
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ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。周溝付

近にくばみがあり、全体的にやや硬い。残存

する周溝付近を除いては大きく削平を受け、

使用時の面は損われている。床面レベルは南

東隅が最も高く、西隅に向かうにつれてレベ

ルを減じる。

〔柱穴〕 3個のピットが検出された。

1、 3は柱穴である。ピット2は本

遺構の柱穴ではない。

〔周溝〕南東壁の一部から検出され

た。他の部分からは検出されず、壁沿いに一周するものとは推定されない。幅53clll、 深さ10clll

で、断面は「 U」形である。底面レベルは南隅が最も高く、東隅に向かうにつれてレベルを減じ

る。

〔出土遺物〕堆積土及び床面、周溝から土師器外及び甕の破片が出土した。図化できるものは

少なかった (第 12図 )。

仰)4号堅穴遺構

〔確認面〕基本層序 V層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕北東側及び南東側の周溝の一部を除いては削平を受けてお り、全体の規模は

不明だが、柱穴の位置から、東西3.5m以上、南北 9m以上の長方形を基調とするものと推定さ

れる。

〔堅穴層位〕 2層に細分される。いずれも自然堆積層である。

〔壁〕削平を受けており、確認されなかった。

〔床面〕基本層序V層を床面とする。凹凸はなく、全体的にやや硬い。残存する周溝付近を除

いては大きく削平を受け、使用時の面は損われている。床面レベルは南東隅が最も高く、】ヒ西

ピ ッ ト
Clll

種   別 層位 外   面 内    面 底部 口径 底径 器高(cn) 備  考

■師器芥 1層 ナデ 黒 色処理 (140)(60) 34

第12図  3号堅穴遺構出土遺物

隅に向かうにつれてレベルを減じる。

〔柱穴〕H個のピットが検出された。ピット1、

穴間の間隔は東西2.3～ 2.7m、 南北2.3～28mで

ある。ピット6の西側に組む柱穴は検出されなか

った。掘 り方の平面形は、上端では長方形または

土   色 上控 備 考 堆積範囲

黒褐10Y R' 少量の炭化物を粒状に含。 周 溝 |

黒褐10Y R'1 少量の炭化物、地山上を粒状に含。

第10表 4号竪穴遺構土層註記表

色 ±1■ 雅積範闘

暗褐10Y Rち 少■の炭化物、地山+を粒状に含。 撃穴 層

によい黄褐 10Y RI 少見の地山土を粒～塊状に含。 層

暗灰資2 SYI 少量の地山上を粒状に含。 周嵩 層

にボい責褐 10Y RJ] 少壁の炭化物、地JIIを,状に含。 層

第 9表  3号堅穴遺構土層註記表

3、 6～ 9、 11は柱穴である。それぞれの柱



Ⅳ-2 竪穴遺構

正方形を基調とす

る。ピット2は掘

り方及び位置から

本遺構の柱穴では

ない。ピット4、

5、 10は柱穴では

ない。

〔周溝〕北東側及

び南東側の一部が

検出された。壁と

同様に全部は検出

されなかったが、

壁沿いに一周する

ものと推定される。

幅32clll、 深さ10clll

で、断面は「 U」形

である。底面レベ

ルは北東側が最も

高く、南東側に向

かうにつれてレベ

ルを減じる。

〔出土違物〕遺物

は出土しなかった。
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BO
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BO
+63
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い 号竪穴遺構     m

〔確認面〕基本層

序V層から確認された。

第13図  4号竪穴遺構

〔重複・増改築〕周溝がピットに切られている。

〔規模 。平面形〕北東側及び南東側の周溝の一部を除いては削平を受けており、全体の規模は

不明だが、南北4.5m以上の長方形または正方形を基調とするものと推定される。

〔堅穴層位〕単層で自然堆積層である。

〔壁〕肖」平を受けており、確認されなかった。



〔床面〕基本層序 V層を床面とする。全

体的にやや硬い。残存する周溝の付近も

含めて大きく削平を受け、使用時の面は

損われている。

〔柱穴〕 5個のピットが検出された。ピ

ット1～ 4は柱穴である。ピット5は本

遺構の柱穴ではない。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。長

軸0.60m、 短軸0,49mの橋円形を呈する。

堆積土は 3層 (層配 2、 3、 4)か らなる。

底面からはピット2が検出された。

〔周溝〕ゴヒ東側及び南東側の一部が検出

された。壁と同様に全部は検出されなか

ったが、壁沿いに一周するものと推定さ

れる。幅22call、 深さ 3 clllで 、断面は「 U」

形である。底面 レベルは北東隅が最

も高く、南東隅に向かうにつれてレ

ベルを減じる。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

(6)6号堅穴遺構

lT-2 竪穴遺構

BQ
66+

0         1         2m     12n

第14図  5弓堅穴遺構

士 土 性 怖 堆積範囲

灰黄褐10Y R' 少■の地山上を粒状に含。 周 澄 1

灰黄褐10Y Rち 少 1との炭化物、地山土を粒状に合。

にがい芸褐10Y RX 多登の地山■を粒～塊状、少■の炭化物を粒状に含。

にどい蓑褐10Y R'j 少量の炭化物を粒状、地山上を粒～塊状に含。

第11表  5号堅穴遺構土層議記表

Ｂ
´

Ａ
「
山

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕耳ヒ西壁及び北東壁の一部が検出された。その他の部分は検出されなかった。

残存する北西壁、北東壁の幅はそれぞれ332m、 1.85mである。長方形または正方形を基調と

するものと推定される。

〔堅穴層位〕 5層に細分される。いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなる。最も保存の良い北西壁では19clllの高さで残存している。床面か

ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。凹凸はなく、全体的にやや硬い。残存する周溝付近を除

いては大きく削平を受け、使用時の面は損われている。床面 レベルは北東隅が最も高く、南西

隅に向かうにつれてレベルを減じる。
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〔柱穴〕 1個のピットが

検出された。柱穴である。

〔周溝〕北西側及び北東

側の一部が検出された。

壁と同様に全部は検出さ

れなかったが、壁沿いに

一周するものと推定され

る。幅37cm、 深さ18cmで、

断面は「 U」形である。底

面 レベルは南東隅が最も

高く、北西隅に向かうに

つれてレベルを減じる。

〔出土遺物〕周溝から土

師器の破片が出土した。

図化できるものはなかった。

(7)7号堅穴遺構

〔確認面〕基本層序 V層から確

認された。

BL
61+
10m  A′

BM
61■

Ａ
「

⑨

m

第15図  5号竪穴遺橋

土 色 土 性 備 堆積範囲

にがい黄褐 10Y R43 砂質 ツル 少量の地山上を粒状に合。 周溝 1層

暗iB10Y R 砂暫 シル ト 少量の炭化物、地山上を4i状に含。 2層

にがい黄褐10Y R% 砂質ツル 少登の地山土を粒状に含。 3層

黄褐10V R' 砂質クル ト 少量のにぶい黄褐10Y R!考 砂質ツルトを粒～塊状に含。 4層

褐10Y R先 ンル ト質砂 5層

第12表  6号竪穴遺橋土層註記表

〔重複・増改築〕 3号竪穴遺構を切っている。

〔規模・平面形〕南東壁の全部及び北東壁と南西壁の一部が検出された。その他の部分は検出

されなかった。南東壁の幅は583m、 残存する北東壁、南西壁の幅はそれぞれ1.22m、 2.28m

である。全体の規模は不明だが、長方形または正方形を基調とするものと推定される。

〔堅穴層位〕 3層に細分される。いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序 V層からなる。最も保存の良い北東壁では17clllの高さで残存している。床面か

ら急な鳥度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とする。多少凹凸があり、全体的にやや硬い。南東壁付近を除い

ては大きく削平を受け、使用時の面が損われている。床面 レベルは南東隅が最も高く、】ヒ西隅

に向かうにつれてレベルを減じる。

〔柱穴〕 4個のピットが検出された。ピット1、 2、 4は柱穴である。ピット3は本遺構の柱穴

ではない。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。長軸0,64m、 短軸0.52mの不整円形を呈する。堆積土は
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Ⅳ-3 井戸跡

o             1             2

単層 (層配 4)であ

る。

〔周溝〕壁と同様

に全部は検出され

なかったが、壁沿

いに一周するもの

と推定される。幅

58cIIl、 深さHclllで、

断面は「 U」形であ

る。底面 レベルは

南東隅が最も高く、

北西隅に向かうに

つれてレベルを減

じる。

〔出土遺物〕周溝、

貯蔵穴状ピットか

ら土師器の破片が出土した。図化できるも

のはなかった。

3.井戸跡

端がほぼ円形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。断面形は上部

が漏斗状の円筒形で、底面に近

づくにつれてフラスコ状にやや

広がる。壁には本遺構を掘 り込

んだ当時の足場穴と思われるも

のが、北西側及び南東側から対

第16図 7号竪穴遺構

上 色 土 性 備 雅積範囲

にがい黄褐10Y R,` 少琵の地山上を粒～塊状に含。 周溝 1層

暗灰黄25Y'」 少登の地山土を位状に含。 2層

にぶい黄褐10Y R,1 砂質ン 少量の炭化物、地山上を粒状に含。 3層

暗褐10Y R'も /1/質 ンル ト 少豊の炭化物、地山土を粒状に含。 貯 PI

第13表 7号堅穴遺橋土層註記表
井戸跡は、基本層序Ⅳ層から 1基検出さ

れた。素掘 りの井戸で、重複は認められない。井戸跡の位置する調査区南西部の平坦面は、基

本層序Ⅳ層を削平して作られており、そのレベルは、盛土による整地で形成されたⅡ層上面と

ほぼ同じである。長軸2.27m、 短軸2.01m、 深さ5,77mの規模で、平面形は上端が楕円形、下

土 色 備 考 大   "1

皓褐10Y R鬼 少量の地山上を粒～塊状に含。

褐10Y R'1 砂 質 ンル 粗砂、多量の地山土を程～塊状に含。

褐7 5YR)上 ル ト管 IIP 少量の暗褐10YRシォ砂質ンル トを塊状、粗砂を含。

階褐10Y R彪 砂質 ツ 少登の粗砂、地山上、炭化物を粒状に含。

黄褐10Y R'よ ル ト質 砂 多量の粗砂、少登の炭化物を粒状に含。 しまりなし。

褐10Y R, 質 砂 多量の粗秒、少量の炭化物を粒状に合。しまりたし。

におい茨褐10Y R' 砂 質 ツ 少量の粗砂、炭化物を粒状に含。しまりなし。

暗褐10Y R% 少量の粗砂、炭化物を粒状に含。しまりなし

ォリーブ黒75Y% 砂 質 少量の粗砂、炭化物を粒状に含。 しまりなし。

灰N' 少員の粗砂、炭化物を粒状に合。 しまりなし

暗緑灰7 5CY% 少登の植物遺存体を合。グライ化。しまりなし。

青灰5BC'( ルト質粘土 強ヽヽグライ化。しまりなし。

第14表 1号井戸跡土層註記表
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第17図

第18図  1号井戸跡出土遺物

0            5           10cm



Ⅳ-4 土 羨

をなして検出された。幅15～20

clll、 奥行き10伽前後の規模で、

ほぼ30伽間隔で上下に並が。

堆積土は、上部が暗褐色から

にぶい黄褐色の砂質シル ト及びンル ト質砂を、下部はグライ化したシル トを主体とする。12層

に細分され、いずれも自然堆積層である。

周辺からは 6個のビットが検出されたが、本遺構に伴 うものとは推定されなかった。

遺物は層乱 8か ら硯 (雄勝産)、 灰釉陶器け目馬大堀)、 層配11か らは灰釉陶器●日馬大堀)、 播

鉢 (常滑 ?、 産地不明)、 磁器 (肥前)、 瓦質陶器が出土している(第 18図 )。  硯は、長さ4寸 5分

(約 13.9cm)ま たは 5寸 (約15.4伽 )、幅 2寸 5分 (約7.7cIIl)の もので、漆仕上げされておらず墨痕

もなく未製品である。砥石に転用されたものと推定される。硯のウラには「享保拾七子」(1732)、

種″1 器形 層位 口径 底径 器高 (c口 ) 産  地 年   イヽ 備 考

蜆 8層 (長95幅 77厚 14) 雄  勝 18C前 半 ? ウライこ「享保捨 し千」、図版 7-2-5

施釉陶器碗 B層 相馬大堀 18C後半 図版 7

施釉陶器碗 11層 相馬大堀 18C後半 灰釉 鉄釉掛け分け、図版 7

磁 器 皿 11層 130 肥   前 蛇の目raはぎ、図版7-2

勝望 橋鉢 ■層 不   明 不   明 鉄和、図版 7-2-2

第15表  1号井戸跡出土遺物

調査区北側西斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。重複は

認められない。長軸0,74m、 短軸0.65m、 深さ0.30mの規模

で、平面形は不整円形を呈する。床面は丸底で、壁はゆるや

かに立ち上がる。堆積土は 2層に細分される。いずれも自然

堆積層である。

(2)2号土壌

調査区北側頂部平坦面の基本層序 V層から確認された。重

第19図  1号土壊・ 2号土壊

「悦 ?」 と人面 ?の線刻がある。

註 1 硯については雄勝硯生産販売協同組

合理事長高橋寅一氏より、陶磁器類の

産地 年代等については仙台市教育委

員会佐藤洋氏より御教示を得た。

4.土 壊

土羨は調査区北側の頂部平坦面及び

南斜面、西斜面、調査区南西部の平坦

面から9基検出された。この中で、 3

号・ 5号土羨は墓羨である。

(1)1号土壌

上A

⑨
瑯
癬

80・501A′

だ
卜

Ａ
「

2号土装

4号土帳

篤YR児

第16表  1号土境 ,2号土壌土層註記表



Ⅳ-4 土 羨

復は認められない。長軸0.51m、 短軸0.48m、 深さ015mの 規模で、平面形は不整方形を呈す

る。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は単層で、自然堆積層である。

(03号土嫉

調査区】ヒ側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。墓羨

である。重複は認められない。長軸0,92m、 短軸0.67m、

深さ0.25mの 規模で、平面形は不整方形を呈する。底面は

平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は 4層に細分

され、自然堆積土 (層配 1、 2)と 人為的埋土 (層血 3、 4)か

らなる。

遺物は、須恵器甕が立位で出土した (第21図 )。 甕内部か

らは多量の骨片が出土した。人骨と推定される。甕の規模

から、これらの骨片は火葬または再葬されたものと推定さ

れる。

BK
一
|-22

23翻
///イ

ノ 8n

m

第20図  3号土壌

ｒ
卜

Ａ
引

上  色 土  性 備 大   別

2 j�猪 を錢宴た皆留
地ヽ山土

自然雑積層

10Y′ミ1アイ 裟駆 縄
3
lo了ミl,r

質
ト

砂

ツ 察甚客伴
山土を粒～塊

人為的壇土

盃YR身 砂 質 地山土との混合層。

第17表 3号土壊土層註記表

種   別 層 位 外 面 内 面 底 部 口径 底径 器高 (釦 ) 備   考

賓恵器憂 2層 口縁～体と半 :ロ クロナア、体下半 :ミ 多号奏τ 口縁～体上半 |ロ クロナデ、体下半 :手
クⅢナ
軍 図版 8-2

第21図  3号土壌出土遺物

停)4号土壌

調査区北側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。重複は認められない。長軸2.36m、 短軸



Ⅳ-4 土 羨

1.66m、 深さ062mの規模で、平面形は隅丸長方

形を呈する。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち

上がる。また、北壁の一部が崩落している。堆積

土は 3層に細分され、いずれも自然堆積層である。

(5)5号土壌

調査区北側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認され

た。墓羨である。重複は認められない。長軸 1.12

m、 短軸0.75m、 深さ0.34mの 規模で、平面形は

隅丸長方形を呈する。底面は平坦で、壁はゆるや

かに立ち上がる。堆積土は 3層に細分され、人為

的埋土 (層配2、 3)と 自然堆積土 (層配1)か らなる。

遺物は、金属製品 (鍋、煙管 )、 古銭 (寛永通賓)、

木製品 (棺材 ?)が出上している(第24図 )。
18n

BI

、 詐

32

m

第22図  4号土壊

A′ Ｂ
引

6号土壊

0      1      2m

第23図  5号土壌・ 6号土壌

第18表  4号土壊・5号土壊・6号土境
土層註記表

BK

少量の炭化物を粒状に
含。

5号土壊
土   色 土  性 大   別

篤YR琵 少量の炭化物を47状 に
含。

自  然
堆 積 層

伶VR堀 少量の炭化物、地山土
を粒状に合。 人 為 的

埋  土
Ю桑,i

質
ト

砂

ツ ″雫9轟偲甥妖是警r
6号上壌
土   色 土 性 備 考 大  ,1

岳YR琵 少量の炭化物を粒状に
合。

自  然

堆 積 層

馬YR勇 少量の炭化惚、焼上を
粒状に含。

喬YR擬 雀二烏祭偕資
焼上を

僑鼻場
少員の炭化物を粒状、
地山上を粒～塊状に含

5号土墳



5号土壌出土遺物
種 別 器 形 口径 底径 器高 (釦 ) 産  地 年   代 備 考 図   版

金属製品 鉄 鍋 216 183 98   1不   明 不   明 吊下犯手穴付(吊下把手は出土せす) 9-2-5

金属製品 煙 管 長 :3 3cm 雁首径 :1 3ca 江    戸

古 錢 寛永題賓 直径 ,2 5cm 17C後 半 新覧永、正字支、初鋳年 :寛文 3年 (1668) 9-2-3

古 銭 寛永通賓 直径 (2 4alt 版
C後
巌 新寛永、詳細不明

古 銭 寛永通費 直径 1 2 4cm 17C後 半 新寛永、退点文、初鋳年 :寛文 8年 (1668)

第19表  5号土壊出土遺物

なお、本遺構上に存在したと推定される墓碑には、「天明四年七月十二日清林道光善男」と記

されている。

(6)6号土境

調査区北側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。重複は認められない。長軸1.40m、 短軸

と.25m、 深さ0.65mの 規模で、平面形は逆台形を呈する。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち

Ⅳ-4 土 羨

上がる。堆積土は 4層に細分され、いずれも自然堆積層で

ある。

(7)7号土境

調査区南西部平坦面の基本層序Ⅳ層から確認された。重

複は認められない。長軸1.46m、 短軸0.85m、 深さ0,Hm

の規模で、平面形は足形を塁する。底面はほぼ平坦で、壁

はゆるやかに立ち上がる。堆積土は単層で、自然推積層で

ある。

遺物は、瀬戸美濃 ?の灰釉皿の破片が 1点出土している。

伸)8号土壌

調査区南西部平坦面の基本層序V層から確認された。

重複は認められない。長軸0:70m、 短軸0.59m、 深さ

第24図
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「
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第25図  7号土壌

土   色 土  性 備 大  別

褐10Y R% 少量の炭化物を粒～塊状
地山土を粒状に含。

自  然
堆 積 層

7号土城土層註記表



019mの規模で、平面形は隅丸長方形を呈

する。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち

上がる。堆積土は 3層に細分され、いずれ

も自然堆積層である。

(0)9号土壌

調査区南西部平坦面の基本層序工層から

確認された。重複は認められない。長軸0.

88m、 短軸0.57m、 深さ0.30mの規模で、

平面形は隅丸長方形を呈する。底面は平坦

で、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は

2層に細分され、いずれも自然堆積層であ

る。

5。 焼土遺構

焼土遺構は、調査区北側の頂部平坦面及び南斜面、

西斜面、調査区南側の西

斜面から7基検出された。

(1)1号焼土遺構

Ⅳ-5 焼土遺構

第26図  8号土壌・ 9号土壌

9号土壊
土   色 土 性 備 V7F 大  別

解 賊
多量の地山土を粒～塊状、
少量の炭化物を粒状に含。 自  然

堆 積 層Ю像角
多登の地山土を粒～塊状、
少登の炭化物を粒状に含。

(2)2号焼土遺構

調査区北側西斜面の基

本層序Ⅳ層から確認され

た。重複は認められない。

Aン

ン
　
ＢＯ
＋５

A

Ａ”生コ　　‐３Ｓ　　Ａ「
ｒ
卜
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一
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第21表  8号土壌。9号土境土層註記表

調査区北側西斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。重複は認め

られない。長軸1.14m、 短軸0.80m、 深さ0.41mの 規模で、平面

形は隅丸長方形を呈する。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上

がる。底面及び側壁の一部が赤褐色に火熱を受けている。堆積土

は 3層に細分され、自然堆積層 (層配 1、 2)、 炭化物層 (層配 3)

からなる。

士_「¨
「
¬
「
¬_→二¬_¬_コ_可:竹

m

上   色 土  性 備 考 夫  別

篤YR琵
質

ト

砂

ツ
少登の炭化物を粒状に合。

自   然

雑 積 層
Ю鳥井

`

卜
砂
シ
賓 笹鎌盤JR炒

質ンル

ЮttPィ 炭化物層

9号土墳

8号土挨
土   色 土  性 m 考 大   別

臨YR党
粗砂含。少量の地山上を粒
状に含。

自  然
lrt積 層

Ю鳥方
質

ト

砂

ン
粗砂含。少量の炭化物を粒
状に含。

Ю撫)`
マンガン粒沈着。少量の炭
化物を粒状に含。

第27図  1号焼土遺構 第22表  1号焼土遺構土層註記表
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μ 恥 0

第28図  2号焼土遺橋・3号焼土遺構・

長軸1.58m、 短軸1.16m、 深さ0.46mの規模で、平面

形は隅丸長方形を呈する。底面は平坦で、壁はゆるや

かに立ち上がる。底面及び狽J壁の一部が赤褐色に火熱

を受けている。堆積土は 3層に細分され、いずれも自

然堆積層である。このうち、層配 1には灰白色火山灰

が混入している。

(3)3号焼土遺構

調査区北側頂部平坦面の基本層序 JV‐層から確認され

た。重複は認められない。長軸1.57m、 短軸1.30m、

深さ072mの規模で、平面形は隅丸長方形を呈する。

底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。底面及び

側壁の一部がにがい赤褐色に火熱を受けている。堆積

土は 5層に細分され、いずれも自然堆積層である。

仰)4号焼土遺構

調査区】ヒ側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。

恥3下
A

A′   A

4号焼土遺構

2号焼土遺構

4号焼土遺構
土   色 土  牲 備 考 大   別

綴
ド
３

暗

１０
少量の炭化物を粒状、地山上
を粒～塊状に含。

自  然

堆 積 層
馬YR錫 少との炭化物を粒状に含。

高YR髭
質

ト

砂

ツ 客戸
の炭化物を粒～塊状に

第23表  2号焼土遺構・3号焼土遺橋
4号焼土遺橋土層註記表

重複は認められない。長軸1.40m、 短軸

土   色 土  性 臆 考 大   別

僑鼻厖
質

ト

砂

ン
少量の灰白色火山灰を塊状、
炭化物、地山土を粒状に含。

自  然

堆 積 層
75偽

'4

質

ト

砂

ン
少長の炭化物、焼土を粒状に
合。

lo寸長夕
1

少その焼土を粒～塊状に含。

少量の炭化笏、地山土をII状
に含。

少登の地山上を粒状に含。

少登の炭化物、地山土を粒状
に含。

綿YR陽 少員の炭化物、焼上、地山土
を粒状に含。
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第29図  5号焼土遺構
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第30図  6号焼土遺構

Ⅳ-5 焼土遺構

1.35m、 深さ052mの規模で、平面形は隅丸正方形を

呈する。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。

底面及び側壁の一部がにぶい赤褐色に火熱を受けてい

る。堆積土は 3層に細分され、いずれも自然堆積層で

ある。                    、

(5)5号焼土遺構

調査区】ヒ側南斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。

重複は認められない。長軸1.85m、 短軸133m、 深さ

0.68mの規模で、平面形は隅丸長方形を呈する。底面

は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。底面及び側壁

の一部が赤褐色に火熱を受けている。堆積土は10層に

細分され、自然堆積層 (層配 1～ 7)、 壁崩落土 (層配 8、

9)、炭化物層 (層配10)か らなる。

第24表  5号焼土遺構土層註記表

(6)6号焼土遺構

調査区北側南斜面の基本層序Ⅲ層から確認された。撹乱

により、一部削平を受けている。長軸 0。 73m、 短軸052m、

深さ0.24mの規模で、平面形は隅丸長方形を呈する。底面

は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。底面及び側壁の大

部分が赤褐色に火熱を受けている。側壁からは、本遺構

を掘 り込んだ当時のものと推定される工具痕が検出され

た。堆積土は 2層に細分され、いずれも自然堆積層であ

ＢＣ
２＋

が

　
　
〆
卜

Ａ
引

土      色 土  性 備 考 大  'J

暗褐10Y R'j 少量の地山上を粒～塊状、炭化物を粒状に含。

自  然

llt積 層

黒褐10Y Rttj 少量の灰化物を粒状に含。

3 にがい責褐10Y R,子 少量の地山上を班状に含。

黒褐ЮYR先 少豊の地山上を粒状に含。

暗褐10Y RFi 砂質レ 少量の炭化物を粒状に含。

黄褐10V R% ルト質秒 少置の炭化物を粒状に含。

暗褐7 5YR3/1 砂質フ 少置の炭化物を粒状に合。

黄褐10Y R% 砂質レ 少篭の炭化物、焼上を粒状に含。
墜崩Z■

暗赤褐5YR% 砂質 ツル ト

黒10Y Rl'1 少量の焼上を粒状に含。 炭化物日

上  色 上 性 考 大  別

島YR混 銃撲ぞ督!ヒ
物、焼土を粒ヽ

自  然

堆 積 層篤YR傷 少量の炭化物、焼上を粒～
塊状に含。

第25表  6号焼土遺構土層註記表  る。



Ⅳ-6 溝 跡

(7)7号焼土遺構

調査区南側西斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。

重複は認められない。長軸208m、 短軸1.43m、 深さ

0.61mの 規模で、平面形は隅丸長方形を呈する。底面

は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。底面及び側壁

の一部が赤褐色に火熱を受けている。側壁からは本遺

構を掘 り込んだ当時のものと推定される工具痕が検出

された。堆積土は 5層に細分され、自然堆積層 (層配 1

～ 4)、 炭化物層 (層配 5)か らなる。

7号焼土遺構土層註記表第31図  7号焼土遺構

溝 跡

つれてレベルを減じる。堆積土は 5層に細分され、い

ずれも自然堆積層である。

(2)2号溝跡

調査区南西部緩斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。

3個のピット及び撹乱穴に切られている。幅30～ 80clll、

深さ10～ 50cmの 規模で、断面形は舟底形を呈する。底

面レベルは北西隅が最も高く、南東隅に向かうにつれ

溝跡は、調査区南西部平坦面及び緩斜面から4条検出された。この中で、 3号・ 4号溝跡は

江戸期のものと推定される。

(1)1号溝跡

調査区南西部緩斜面の基本層序Ⅳ層から確認された。 2号住居跡の北西壁の一部を切ってい

る。幅60～ 120clll、 深さ10～ 40clllの 規模で、断面形は舟底形を呈する。底面レベルは 2号住居跡

の南東隅に接した部分が最も高く、北西隅に向かうに  1号溝跡
備 大   別

再YR髭 を線樫ざ
R紗質ンルト

自  然

堆 積 層

絆 賊
少長の尺化物、地山上を粒状
に含。

僑桑琵
質

ト
土

ル

粘

ツ
少量の地山上を粒～塊状に
含。

鰐 就 少登の地山上を粒状に含。

蒜YR髭
質
ト

砂

フ 嘗う9写づ継毒観状とき}砂
鰐 就

ヽ
■
ル
粘
ン
質 少量の地山上を粒状に含。

上   色 上  性 備 大  別

暗褐10Y R' 砂質 ツ 少登の炭化物、地山上を粒状に含。

自  然

堆 績 層

褐10Y R44 砂質ン 少量の暗褐JOYR猪 l1/質 ツル ト、炭化物、地山上を粒状に含。

黄褐10Y R'` 卜質砂 少員の炭化物を粒状に含。

黄褐10Y R'` ルト質砂 少登の炭化物を粒状、焼上を塊状に合。
Ｌ
一

少貴の褐10Y R'ィ砂質ツルトを粒状に含。 炭化物層

第27表  1号溝跡・ 2号溝跡土層註記表



V-6溝 跡

BH
V+

l     1    21m

第望図 1号湾跡

てレベルを減じる。堆積土は2層に細分さ―れ、いずれ―も―自然堆積層である。

遺物は、層Nc lよ り土師器片が出土している。

なお、本遺構の南西allにはど―ット群が検出されているが、ピット群
―との同時性は確認されな

かった。

(03号溝跡

調査
―
区南西部平坦面の北東端の全部及び南東端、北西端の‐部を区画する構で、基本層序Ⅱ

層及びV居から確認された。南東隅に近い一部が撹乱穴に切られている。幅60～ 130ctll、深さ10

③

◇
ィ

34



V-6 溝 跡

49

+BG

◎◎

50

+BF

第33図  2号溝跡・ビツト群

～25clllの 規模で、断面形は基本的に舟底形を呈する。底面レベルは 4号溝跡と接する部分のや

や南東側が最も高く、両端に向かうにつれてレベルを減じる。堆積土は 2層に細分され、いず

⑥

◎

調査区南西部平坦面のほば中央を南北に三分する溝で、基本層序Ⅱ層及びⅣ層から確認され

たど重複はない。幅40～ 60cm、 深さ10～ 15伽の規模で、断面形は基本的に舟底形を呈する。底

給
◎
（彼
孫
げ

れも自然堆積層である。

遺物は、層配 1及び層配 2よ り施釉陶器 (相馬大堀・

唐津ほか)、 播鉢 (鉄釉・無釉 )、 磁器 (肥前)、土師質

陶器が出土している。

い)4号溝跡

面 レベルは 3号溝跡に接する部分が最も高く、南西

隅に向かうにつれてレベルを減じる。堆積土は 2層

に細分され、いずれも自然堆積層である。

遺物は、層配 2よ り橋鉢 (鉄釉)が出土している。

図化できるものはなかった。

土   色 土 性 考 大  列よ

府 就
質

ト
砂

フ
粗砂含。少豊の炭化物を粒状、
地山上を粒～塊状に含。 自  然

堆 橘 層掃YRζ
賓

ト

砂

フ
少登の地山上を粒状に合。

第28表  3号溝跡土層註記表

■   色 土 性 備 考 大   別

篤YR縄
少量の炭化秒を粒状、地山士
を粒～塊状に合。 自  然

堆 積 層
鰐 就

粗●17含。少量の地山上を粒～
塊状に含。

第29表  4号溝跡土層註記表
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第34図  3号溝跡 。4号清跡・整地面



Ⅳ-7 その他の遺構と出上遺物

種 別  器 形 口径 底径 器高く∞) 産    地 年   代 特 徴 図 版

磁 器   皿 BE  前 18    C 染付,見込蛇の目釉剥ざ

陶 器   碗 産 地 不 明 18C以 伝 灰 榊

3 磁 器   碗 肥   前 18    C 染付,梅樹文 くらわんか子
金属製品  釘 長 :7 Scm 幅 :1 lc団  厚 :0 5ca 不    明

金属製品 小 刀 長 ,77c口  幅 :17c蘭  厚 :04cロ 不    明

第30表  3号湾跡出土遺物

7.そ の他の遺構と出土遺物

以上の遺構のほかに、調査区南西部平坦面及び緩斜面よリピット群、整地面が検出された。

(1)ビ ット群

調査区南西部平坦面及び緩斜面の基本層序V層から約39個のピットが検出された。径20～50

clllと 大小さまざまで、平面形や深さも一定しない。准積土も多様である。柱痕跡の確認された

ものも19個あるが、いずれも周囲のピットとの対応関係は認められなかった。

(2)整地面

調査区南西部平坦面を形成する基本層序Ⅱ層及びⅣ層からなる。基本層序V層の一部を切土

し、基本層序Ⅲ層上に盛土して整地面が形成されている。平面レベルは 4号溝跡のやや北側が

最も高く、北端、南端に向かうにつれてレベルを減じる。最高所と最低所のレベル差は、128clll

である。

遺物は、施釉陶器 (相馬大堀・唐津・瀬戸美濃ほか)、 播鉢 (鉄釉・鉄化耀)、 磁器 0巴前ほか)、

瓦質陶器、土製品、石製品、金属製品、古銭が出土している(第36～第38図 )。



Ⅳ-7 その他の遺構と出土遺物

第36図 整地面出土遺物 (陶器)(1)

種 別  器 形 口径 底径 器高(cm) 地 年 代 特 図 版

陶 器  香 罐 134 107 64 瀬 戸美 濃 黄瀬戸釉,菊花文.陰刻 丸ノミ彬

陶 器   碗 産 地 不 明 C 灰釉 土灰釉流し掛け

陶 器   碗 ―- 48 - 唐 津 灰釉

陶 器   II 唐 津 青緑釉

陶 器  燈明皿 産 地 不 明 時 期 不 明 鉄 釉

陶 器  精 鉢 産 地 不 明 正

陶 器  積 鉢 産 地 不 明 ls C以 後 鉄 釉

陶 器  痛 鉢 産 地 不 明 17  C  fヽ 鉄納

陶 器  糖 鉢 産 地 不 明 18C以 後 鉄化粧 16-3

陶 器  糟 鉢 産 地 不 明 江 戸 中 期 鉄釉

第31表 整地面出土遺物(1)
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第37図 整地面出土遺物磁 器・瓦質土器・石製品)(2)



Ⅳ-7 その他の遺構と出土遺物
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第38図 整地面出土遺物 (金属製品・古銭)(3)

種 別  器 形 口径 底径 器高 (cm) 産  地 年 代 特 図 版

磁  器  碗 肥  前 C 染付

藤  器  奎 】B  前 C 楽れ

磁  器  皿 12S 30 肥   前 C 染付、見込蛇の目和剥ぎ

/L質陶器  鉢 不   明 不 明

磁  器  紅皿 不  明 lSC 以 後 自磁 切込か

16 磁  器  紅皿 不   明 以 後 白磁 切込か

石 製 品  日 残存長 :15 2ctt 厚 :84c口 明 粉挽き

石 製 品  ほ石 長 i84ct 幅 :5 0cm 厚 :2 7cm

石 製 品  砥石 長 16 2ca 幅 :6 3cII 厚 :2 0cm 不

金属製品  小刀 長 :65c口  幅 i26cm tt i0 6cII 明 鉄製

金属製品  不明 長 :26c□  幅 :1 lct 厚 :0 2cn 鉄製

金属製品  鎌 長 !82c口  幅 :3 2ct tti0 2cロ 不 明 鉄製

金属製品  不明 長 :60c口  幅 :5 9cI 厚 :0 2cD 鉄製

金属製品  煙管 長 :54c口  幅 !1 0cm 不 明 銅製

金属製品  煙管 足 :4 9cЫ  幅 :08c回 明 鋼製、吸ロ

古 銭 寃永通甕 直径 123cロ 大  阪 18 新寛永、細字背元、初鋳年 i寛保元年(1741)

般 寛永通甕 直径 :2 4ca 長   崎 C 新莞永、背長、初鋳年 :明和 4年 (1767)

古 銭 寛永通賓 直径 :24c口 C 古寛永、坂木銭、初鋳年 :寛永13(1636)

鼓 寛永通賓 直径 〔24cロ C 古寛永、芝館、初鋳年 :寛永13年 (1636)

第32表 整地面出土遺物 (2)、 (3)

(3)遺構外出土遺物

以上の遺構に伴って多数の遺物が出土したが、この他に基本層序、表面採取による出土遺物

がある。調査区北側南斜面の基本層序Ⅲ層からは土師器、須恵器、土錘、調査区南西部緩斜面

の基本層序Ⅲ層からは須恵器、金属製品が出上している。調査区南西部平坦面の基本層序 I層

からは磁器 0巴前)、 金属製品が出上した。また土師器、須恵器、施釉陶器 (本目馬大堀・唐津・堤

ほか)、磁器 0巴前ほか)、土製品、石製品、石器、板碑が調査区内より表面採取された(第39～第41図 )。



Ⅳ-7 その他の遺構と出土遺物
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第39図 Ⅲ層・ I層出土遺物
種 別  器 形 口径 底径 器高 (ca)1産  地 猪 徴 国  版

土 師 器 雰 外面 :ヨ コナデ、ケズリ 内面 :ベ ラミガキ 内外画面に油煙付着、燈明用カ

径45c面 高さ 4 0cm 重さ770g

金属製品 不 明 長 1 2 6cII 幅 1 2 3cn 厚 :0 3cm 不    明

磁   器  碗 -  43  - 肥   前

金属製品 馬 踊 長 ln Oc口  幅 1 14 2cm 明 治 以 降 有了し式

第33表 Ⅲ層・

第40図 表採遺物(1)



V-7 その他の遺構と出土遺物
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第41図 表採遺物(2)
種 別  器 形 口径 底径 器高(cm) 産  地 年 代 特 徴 図 版

施釉陶器 大 勢 唐  津 家嵌、三島手、鉄化粧、底面に基書「不」

土 師 器 雰 外面 :ヨ ヨナデ ケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

須 恵 器 芥 外面 :ロ ク,ナ ア 内面 :ロ クロナデ 底部 :回転糸切り
磁  器    皿 113 ЛE 前 染付

石製品  砥 石 長 :6 8cm 幅 :3 9cII 厚 :24側 明

石製品  石 臼 残存高 :8 7tHI 不  明 不 明

石製品  砥 石 長 :7 4cm 幅 :3 9cn 厚 :13餌 不 明 17-6

石製品  板 碑 不   明 不 明 薬研彫

石製品  石 鏃 長 :1 9cD 幅 :1 3tII 厚 :0 6ce 重量 :07, 素材 :頁岩

第34表 表採遺物(1),(2)



V-1 遺物と遺構

V.考察とまとめ

1.遺物と遺構

今回の調査によって出上した遺物は、大きく古代と近世に分けられる。そこで、古代の遺物

を出土した遺構ごとに検討していく。

(1)住居跡

1号住居跡の床面及びカマド底面からは土師器不、須恵器芥が出土している(第 5図 )。

土師器外は、非ロクロ使用のものとロクロ使用のものである。非ロクロ使用のものは、外面

体部上半にヨコナデ、体部下半にケズリ、内面上半にココナデ、下半にヘラミガキ、内面全面

に黒色処理、底部にはケズリが施されている。日縁部には沈線を意識したくばみが見られ、体

部下半は内湾している。また、内外面に多量の油煙が付着している。同様の例は、仙台市六反

田遺跡 (佐藤洋 :19873)、 多賀城市市川橋遺跡 (滝口卓 :1990,3)等に見られる。外面への付着

状況から、燈明皿として用いられたものと推定される。ロクロ使用のものは内外面ともロクロ

ナデで、底部にはヘラケズリが施されている。日縁部には沈線を意識したくばみが見られ、体

部下半が内湾しながら口縁部に向かって急な角度で立ち上がる。内面には部分的に灰化物が付

着している。地域的な特色をもたない、銅碗に近似した器形を呈している。このように銅碗に

近似した器形を呈した界は、古川市宮沢遺跡 (斎藤・後藤 :1985.3)、 色床町色床古墳群上郷109

号墳 (藤沼・加藤 :1985.3)、 仙台市六反田遺跡 (佐藤洋 :前掲)、 岩手県盛岡市志波城跡 (盛岡市

教育委員会 :1980.3)、 福島県郡山市広網遺跡 (高松・柳田ほか :1985,3)、 福島県石川町梅木平

遺跡 (大河 :福島ほか :19843)、 福島県石川町谷地前 C遺跡 (玉川一郎ほか :19803)、 福島県鹿
註 1

島町真野古墳群小池 8号墳 (梅宮茂 :1964)等から出土している。また、器形としては、平城官

V(西弘海 :1986.5)に 分類されるものに近似している。須恵器芥はロクロ使用のもので、内外

面ともロクロナデ、底部は回転糸切 りが施されている。口縁部がやや強制的に外反し、体部下

半がやや丸味を帯びている。薄手で赤変している。出土状況から考え、カマ ドの支脚として再

利用されたものと推定される。

註1 銅碗に近似した器形の外については、多賀城跡調査研究所村田晃一氏よりご教示を得た。

2号住居跡のカマ ド底面からは、赤焼き土器界が出土している(第 7図 )。 ロクロ使用のもの

で内外面ともロクロナデ、底部は回転糸切 りが施されている。体部から口縁部に向かって逆台

形状に直線的に立ち上がる。他に、ロクロ使用の上師器甕の破片が出土している。これらは、
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出土状況から考え、カマ ドの支脚として再利用されたものと推定される。

3号住居跡の床面からは、ロクロ使用の上師器甕の破片が出上している。

また、Ⅲ号住居跡では堆積土とカマ ド、 3号住居跡では堆積土、周溝、内溝、柱穴に灰白色

火山灰を含んでいる。

1号住居跡の土師器界は、非ロクロ使用とロクロ使用のものが共伴している。近年の調査例

では、多賀城市市川橋遺跡 (石川俊英 :1990.3)、 同高崎遺跡 (石川・相沢ほか :19873)で共伴

が報告されている。高崎遺跡では、おおむね 8世紀後半から9世紀初頭の年代が考えられてい

る。 1号住居跡では、遺物の特徴を考慮して、おおむね 8世紀後半から9世紀前半頃までの年

代が考えられる。

2号住居跡、 3号住居跡は、資料数が不足しているが、製作にあたって ,ク ロが使用される

表杉ノ入期である。おおむね 9世紀代で、 1号住居跡に後続する年代が考えられる。

(2)堅穴遺構

1号竪穴遺構の周溝からは土師器甕、土錘が出土している(第 10図 )。 土師器甕は、内面がヘ

ラミガキ・黒色処理が施されている。外面は不明だが、体部はおそらくヘラケズリが施されて

いるものと考えられる。

3号竪穴遺構の 1層からは土師器芥が出上している(第 12図 )。 外面体部上半にヨコナデ、体

部下半にケズリ、内面にヘラミガキ、黒色処理が施されている。体部下半は逆台形状に立ち上

が り、中央から上半部にかけてはやや丸味を持ちながら急に立ち上がる。

2号・ 4号・ 6号・ 7号竪穴遺構からも、周溝や貯蔵穴状ピットより土師器片が出土してい

るが、いずれも小片で磨滅が激しく、資料の点数も少なく、有効な資料とは言い難い。

また、 3号・ 7号竪穴遺構と3号住居跡の間にはそれぞれ重複関係がある。その関係は、 3

号住居跡一→ 3号竪穴遺構―→ 7号竪穴遺構となる。 3号住居跡は、おおむね 9世紀代で、 1

号住居跡に後続する年代が考えられるため、 3号竪穴遺構、 7号竪穴遺構は、それぞれ 3号住

居跡、 3号竪穴遺構に後続する年代が考えられる。 1号竪穴遺構は、図示されていない土師器

を含めた中で、 1号住居跡と同じ時期またはややさかのばるものと考えられる。 2号・ 4号・

5号・ 6号竪穴遺構については、他の 1号 ・ 3号 '7号竪穴遺構と同様の検出状況にあること

から、 1号・ 7号竪穴遺構の年代の中に入ってくるものと考えられる。

(3)3号土壊

3号土羨は須恵器甕の埋設遺構である(第21図 )。 須恵器甕は、外面口縁部～体部上半がロク

ロナデ、体部下半がロクロナデ、ヘラケズリ、内面口縁部～体部上半がロクロナデ、体部下半
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がロクロナデ・ナデが施されている。口縁部は外反し、頚部が「く」字状に屈曲、体部上半の高

い所に最大径をもつ。甕内部からは、人骨と推定される骨片が検出されている。同様の例とし

て、多賀城市高崎遺跡(石川・相沢ほか :1987.3)、 同山王遺跡 (石川・相沢 :1992.3)、 仙台市下

ノ内浦遺跡 (渡部 :1988.3)等が挙げられる。但し、前記のものは、いずれも土師器甕を用いて
註 2

横位であるが、本遺構では須恵器甕を用いて立位である。蔵骨器の形態をとるものと推定され

るが、蓋に相当する部分については不明である。 1号住居跡と同じ、おおむね 8世紀末から 9

世紀前半頃までの年代が考えられる。

註2 9世紀頃のものとしては、埼玉県宮林(大林)遺跡がある。この点については、多賀城市埋蔵文化財調査
センター石川俊英氏にご教示いただいた。

い)1号井戸跡

1号井戸跡からは硯、相馬大堀産の碗、肥前産の染付皿、常滑 ?産の括鉢等が出土している

(第 18図 )。相馬大堀産の碗については、仙台市松木遺跡のⅣ期前半 (工藤・佐藤ほか :1986.12)、

仙台城三ノ丸跡のⅢ期 (結城・佐藤ほか :19853)に 相当する。また、肥前産の染付皿は見込

蛇の目釉剥ぎで、高台から体部下半は浅い角度で、体部上半は急な角度で立ち上がる。仙台市

松木遺跡のⅣ期前半に相当する。硯は雄勝産で、クリ彫によるものである。石材である玄昌石

の剥離し易い性質を防ぐために、硯は漆仕上げされる。しかし、この硯は漆仕上げされておら

ず墨痕も確認されなかったことから、硯としては未製品であると考えられる。磨滅の状況から、

砥石に転用されたものと推定される。ウラには「享保拾七子」(1732)と あり、前記の出土遺物と

併せて、これらは18世紀代のものと推定される。これらの状況により、 1号井戸跡は、おおむ

ね18世紀から19世紀前半にかけての年代が考えられる。

(5)5号土壊

5号土羨からは寛永通賓、鉄鍋、煙管等が出土している(第22図 )。 寛永通賓は新寛永で、寛

文 8年 (1668)以 降に鋳造されたものである。鉄鍋を伴う墓羨の例としては、大和町日光山遺跡

(藤沼・白蔦ほか :1981.6)が挙げられる。上部に存在したと推定される墓碑には天明 4年

(1784)の紀年銘がある。

(6)3号・ 4号溝跡

3号溝跡からは肥前産の碗・皿、金属製品が出土している(第35図 )。 他に相馬大堀産の碗、

唐津産の皿等の破片が出土している。肥前産の碗は、くらわんか手と呼ばれるもので、外面に

梅樹文がある。同様のものは、仙台城三ノ丸跡、松山町上野館跡 (手塚・佐久間 :1992.3)等に
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出土例が見られる。肥前産の染付皿は、 1号井戸跡と同様のものである。他に肥前産の丸紋碗、

網目碗の破片が出土しているが、これらは18世紀代のものと考えられる。また、前記の皿につ

いては、1号井戸跡出上の破片と接合関係にある。これらの状況より、3号滞跡は、お清むね18

世紀から19世紀前半にかけての年代が考えられる。また、 3号溝跡と同様に整地面を区画する

性格を有する 4号溝跡は、 3号溝跡と重複する部分において新旧関係が見られないこと、底面

付近で出土した播鉢が18世紀代のものであることから、 3号濤跡と同様の隼代が考えられる。

(7)整地面

①出土遺物

整地面からは相馬大堀産の碗、唐津産の碗・皿、瀬戸美濃産の香鱚、肥前産の碗・皿・壷、

産地不明の陶器、磁器、寛永通賓が出上している(第 36・ 37・ 38図 )。 唐津産の碗については、
註 3

仙台城三ノ丸跡のⅢ期に相当する。同じく皿は見込蛇の目釉剥ぎで、内面青緑釉である。肥前
註 4 註 5

陶器のⅣ期、仙台城三ノ丸跡の工期終末からⅢ期にかけての時期に相当する。瀬戸美濃産の香

瞳は、外面及び内面口縁部が黄瀬戸釉で、筒形を呈する。日唇部はやや外面に張 り出し、外面

体部下半に菊花文 (陰刻・丸のみ彫)、底部は 3足付である。『尾張陶磁』(井上喜久男 ,1992.5)
註 6

の登窯Ⅲ期時期以降、おおむね18世紀代のものと考えられる。播鉢は鉄釉または鉄化粧で、お

ろし目の間隔が開くものと閉じるものがある。産地は特定できないが、17世紀代と18世紀代の

ものと考えられる。肥前産の染付碗は体部に草花文を有し、仙台城三ノ丸城Ⅲ期に相当する。

染付皿は見込蛇の日釉承1ぎで、高台から体部下半は浅い角度で、体部上半は急な角度で立ち上
註 7            註 8

がる。肥前磁器 (大橋康二 :1989.10)の Ⅳ期、仙台市松木遺跡Ⅳ期前半に相当する。染付壷 (あ

るいは瓶)は、外面頚部に唐草文、体部上半に三重の圏線、体部には梅樹あるいは草花を意図

した文様がある。同様の出土例は、松山町上野館跡に見られる。肥前磁器のⅣ期に分類される

特徴を有 し、おおむね 18世紀代のものと考えられる。寛永通賓は 4点出土 している。 2点は古

寛永 (芝銭・坂本銭)で、 ともに寛永13年 (1636)以 降に鋳造されたものである。他の 2点は新寛

永である。大阪で鋳造された細字背元は寛保元年 (1741)以 降、長崎で鋳造された背長は明和 4

隼 (1767)以 降鋳造 されたものである。

註 3.仙台城三ノ丸跡Ⅲ期は、18世紀代の推定実年代が当てられている。

註4,肥前陶器のⅣ期については、1690年～1780年代(元禄～天明年間)の推定実年代が当てられている。

註5 仙台城三ノ九跡Ⅱ期終末は、17世紀後半の推定実年代が当てられている。

註6『尾張陶磁』の登窯Ⅲ期には、1655～ 1687年 (明暦～貞享年間)の推定実年代が当てられている。

註7 肥前磁器のⅣ期については、1690～ 1780年代(元禄～天明年間)の推定実年代が当てられている。

註8.仙台市松木遺跡Ⅳ期前半については、18世紀～19世紀前半の推定実年代が当てられている。
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②整地面の性格

整地面は、調査区南西部の急斜面から緩斜面に切 り替わる部分の基本層序Ⅲ層及びⅣ層の一

部を削平し、Ⅲ層上に盛土して造られた面である。その面積は、約700m2でぁる。 (第34図 )。 最

高所と最低所では lm以上のレベル差が見られるが、なだらかに下る通路状の所であるため、

この箇所を除いたレベル差は60clll前後となる。また、 3号・ 4号溝跡によって「コ」字状に区画

されている箇所に限定すれば、面積は約560m2で、レベル差は30cm前後となり、ほぼ平らである

ことが分かる。

この整地面上には、 1号井戸跡、 3号・ 4号溝跡、 7号・ 8号・ 9号土羨、ピット群が存在

する。これらの遺構は、削平されたⅢ層及びV層上に掘 り込まれたもの、盛土によって造られ

た面に掘 り込まれたもの、双方にまたがるものに分けられる。それは以下のようになる。

・削平されたⅢ層及びⅣ層上に掘 り込まれたもの……… 1号井戸跡、7号・ 8号土羨、ピット群

・盛土によって造られた面に掘 り込まれたもの……………9号土羨

・双方にまたがって掘 り込まれたもの………………………… 3号・ 4号溝跡

9号土羨は、確認面が盛土によって作られた面

であることから、整地面造成後に掘 り込まれたも

のと推定される。 1号井戸跡も断面形や堆積上の

状況から、整地面造成後に掘 り込まれたものと推

定される。また、 1号井戸跡、 3号溝跡、整地面

は、遺構間で遺物が接合する。また、前項①によ

って、整地面の年代は17世紀末～19世紀前半と推

定されるが、この年代幅の中に収まる遺構には、

1号井戸跡、7号・9号土羨、3号・4号溝跡がある。

8号土壊、ピット群については時期不明である。

以上により、整地面は 3号溝跡及び 4号溝跡に

よって区画され、 1号井戸跡、 7号土猿、 9号土 (幕末～明治,明治以降を除く)

羨を伴 う生活面であることが推定される。また、表面採取や基本層序 I層、整地面上にある遺

構を含めた地点から出土した陶磁器の比率を見ると、日用雑器が大半を占めることが分かる。

この構成比率や遺物の出土状況から日常的な生活の場が存在した可能性が考えられる。しかし、

日常的な生活の場を形成するであろう建物跡のものと推定される柱穴は、今回の調査では検出

されなかった。

整地面検出地点の調査前の現況は山林であったが、それ以前は畑として使用されていた。当

時、畑の所有者であった鹿野竹二郎によれば、畑を耕す際に障害となる数個の大石を除去して

隠
陶   器 隊    器 計

点 数 比率 (%) 点数 比率 (%) 点数 比率(%)

碗 17 37 70

阻 13 32 50 18

甕 13 98 0 0 00 10 93

4 280 3 7 50 7

瓶 2 1 3

鉢 4 2 80 0

播  鉢 27 97 0 21 86

火 鉢 6 29 0 0 00 9 4 92

燈明皿 1 0 70 0 I

紅 皿 0 3 3 1 64

仏飯具 0 1 1 0 55

香 腫 2 1 40 0 2 1 09

不 明 4 2 6 3 28

計

第37表 整地面出土陶磁器器種別構成比率
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墓 (5号土羨)の近くに移動 した、とのことである。その大石は、確認の際、存在が確かめられ

ている。このことにより整地面には柱根を直接土中に埋める掘立柱の建物ではなく、石の上に

柱を据える通称「石場建Jと呼ばれる建物が存在した可能性を考えておきたい。

また、「風土記御用書上」(『河南町誌』下)には「―.屋敷名 三十六………―.郡田屋敷 弐軒」

とある。「風土記御用書上」は、藩内各村々の肝入に命じ、あるいは知行所単位で書き上げ提出

させたもので、安永 2年 (1773)か ら始まり、全て提出完了したのは同九年 (1780)で ある。これ

は、整地面が使用された推定隼代17世紀末～19世紀前半の中に収まるものである。そこで、今

回の調査によって検出された整地面上には、その中の一軒が存在していた可能性を考えておき

たい。

(3)遺構外出土遺物

基本層序Ⅲ層からは非ロクロ使用の土師器外が出土している。外面体部上半にヨコナデ、体

部下半にヘラケズリ、内面にヘラミガキ、黒色処理が施されている。底部は損われているが、

内外面とも多量の油煙が付着しており、 1号住居跡出土の上師器杯と同様に燈明皿として用い

られたものと考えられる。また図化できなかったものの、内外面に油煙の付着した土師器界は、

もう1点出上している。出土地点も 1号住居跡に近く、何らかの関係が考えられる。

基本層序 I層からは肥前産の染付碗が出土している(第39図 )。 体部に草花文、高台に二重の

圏線、底部には底裏銘 (読解できず)を有する。肥前磁器のⅣ期に相当する特徴を有し、おおむ

ね18世紀代のものと考える。

表面採取されたものの中には唐津産の大鉢 (第40図 )、 肥前産の染付皿 (第41図 )がある。唐津

産の大鉢は三島手と呼ばれるもので、外面は鉄化粧、内面は灰釉で段花文等の象嵌手法による

陰刻が施され、窯詰めの際に用いられる砂目の痕跡が認められる。底部には墨書が認められる

が、読解できなかった。仙台城三ノ丸跡の工期終末に相当する。肥前産の染付皿は、見込蛇の

目釉剥ぎで、高台から口縁部にかけて内湾しながら立ち上がる。仙台城三ノ丸跡の正期終末か

らⅢ期にかけての時期に相当する。その他に唐津産の碗、産地不明の播鉢 (第35表 )、 肥前産の

丸紋碗 (第36表)等が表面採取されている。

上記の I層及び表面採取の遺物については、全て整地面のある南西部平坦面から出土してい

る。これらは、整地面が生活面として機能したと推定される17世紀末～19世紀前半までの年代

幅の中に収まる。平坦面が畑として使用されていたことを考慮すれば、畑を耕した際に堆積土

に混入あるいは地表に表れたものと考えられる。
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2。 まとめ

群田遺跡の発掘調査によって、以下のことがわかった。

(1)群田遺跡は、縄文、古墳、奈良、平安、中世、近世にわたる複合遺跡である。

(2)8世紀末～9世紀代の古代の集落跡が検出された。

(3)近世 (17世紀末～19世紀前半)の生活面が検出された。

(4)古代及び近世の埋葬遺構が検出された。

(5)古代の集落跡からは、銅碗に近似した土師器が出土しており、銅碗について何らかの知識

をもつ者がいた。

い)近世の生活面から出土した陶器・磁器の器種構成からみて、一般的な農民層・町民層とは

区別して考えた方がよいものと思われる。

(7)近世の生活面からは、陶器、磁器、石製品等が出上した。これらの大半は、仙台城三ノ丸

跡、仙台市松木遺跡、松山町上野館跡で年代がわかっているものである。今回の調査では、

実年代のわかる資料を共伴しており、前記の遺跡での成果を裏付ける資料となった。

(8)調査区南西部平坦面は、調査区へ向かって統いており、遺跡の範囲は南側に向かって延び

るものと推定される。
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図版 1-1 群田遺跡調査区全景
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図版 2-2 1号 住居跡出土遺物

1号住居跡遺物出土状況
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図版 4-2 2号 住居跡出土遺物

図版4-1 2号 住居跡遺物出土状況

図版 4-3 1号 堅穴遺構完掘状況
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図版 4-4 1号 堅穴遺構出土遺物
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図版 5-2 4号 堅穴遺構完掘状況



図版 6-1 5号 堅穴遺構完掘状況

図版 6-2 6号 竪穴遺構完掘状況



図版 7-1 1号 井戸跡検出状況

図版 7-2 1号 井戸跡出土遺物

図版 7-3
I号土壌完掘状況



図版 8-1 2号 土壌完掘状況

甲響皇最亀土遺物

図版 8-3 3号 土壊完掘状況

図版 8-4 3号 土境確認面



図版 9-1 4号 土壌完掘状況

図版 9-3 5号 土壌完掘状況

図版 9-4 5号 土境遺物出土状況



図版10-1
6号土壌完掘状況

図版10-2
7号土壌完掘状況

図版10-3
8号土城完掘状況
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図版 11-1
9号土墳完掘状況

図版11-2
1号焼土遺構完掘状況

図版11-3
2号焼土遺構完掘状況



図版 12-1
3号焼土遺構完掘状況

図版12-2
4号焼土遺構完掘状況

熙 聾既艤

図版12-3
5号焼土遺構完掘状況



図版 13-1
6号焼土遺構完掘状況

図版13-2
7号焼土遺構完掘状況

図版13-3
7号焼土遺構側壁工具痕
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図版 15 3号溝出土遺物

I層出土遺物 (瀬戸美濃 )図版 15図版 15 1層出土遺物 (唐津 )

図版 15 1層 出土遺物 (肥前 )

図版 15 Ⅱ層出土遺物 (産地不明)
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I層 出土遺物(陶器,瓦質土器,石製品,金属製品,古銭)
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